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質疑の正確かつ詳細な内容については会議録を御参照ください。
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衆議院安全保障委員会ニュース

平成 21.11.20 第 173 回国会第３号

11月 20 日（金）、第３回の委員会が開かれました。

１ 防衛省の職員の給与等に関する法律等の一部を改正する法律案（内閣提出第９号）

・北澤防衛大臣から提案理由の説明を聴取しました。

・北澤防衛大臣、榛葉防衛副大臣、楠田防衛大臣政務官及び長島防衛大臣政務官に対し質疑を行いました。

（質疑者及び主な質疑内容）

高 橋 昭 一君（民主）

・職務に特殊性がある防衛省職員の給与等の水準を一般職

の国家公務員の給与等に準じて改定することの妥当性に

ついて、防衛省の見解を伺いたい。

・「生徒」身分の新設に伴い陸上自衛隊の少年工科学校が改

編されるが、改編後どのような分野に重点を置いて教育

を行っていくつもりなのか、防衛省の見解を伺いたい。

・自衛隊においては、青少年教育を今後どのように行って

いくつもりなのか、防衛省にその方向性について伺いた

い。

橘 秀 徳君（民主）

・防衛省の周辺対策事業が、行政刷新会議の事業仕分けの

対象になっていることについて、北澤防衛大臣の見解を

伺いたい。

・自衛隊の他の特殊勤務手当に比べ、航空管制官に対する

航空管制手当の支給水準は低いと考えているが、防衛省

の見解を伺いたい。

・駐留軍等労働者の給与についても、事業仕分けの対象と

なっているが、国家公務員の給与水準と格差を生じてい

ることについて、防衛省はどのように認識しているのか

伺いたい。

照 屋 寛 徳君（社民）

・自衛隊内におけるいじめ等により自殺に追い込まれた自

衛官の遺族から国を被告とする損害賠償請求訴訟が数多

く提起されているが、北澤防衛大臣は、これらについて

どのような姿勢で対応をしていくつもりなのか伺いたい。

・自衛官の自殺者率は、他省庁の約２倍に達しているが、

これら自殺の要因及び自殺防止対策についての北澤防衛

大臣の見解を伺いたい。

・自衛隊内での人権侵害等を防止するためには、自衛官オ

ンブズマン制度を創設することが有効と考えるが、同制

度創設に対する北澤防衛大臣の見解を伺いたい。

下 地 幹 郎君（国民）

・海外任務を中心に自衛隊の任務が拡大する中、今後の自

衛隊の役割と自衛官の待遇の在り方について、北澤防衛

大臣の見解を伺いたい。

・自衛隊の任務が拡大する一方で、隊員数を簡単に増やせ

ない状況から、今後自衛官が様々な地域に派遣されるこ

とが想定されるが、自衛官の特地勤務手当の在り方につ

いて、北澤防衛大臣の見解を伺いたい。

・与那国島への自衛隊配備については、国境の島である同

島に自衛隊が駐留することは当然のことであり、また、

地域経済の活性化にも繋がると考えるが、北澤防衛大臣

の見解を伺いたい。

赤 嶺 政 賢君（共産）

・民主党のマニフェストや民主党、社会民主党及び国民新

党の連立協議における合意にある米軍再編の見直しとは、

普天間飛行場移設問題に限定されるのか、北澤防衛大臣

の見解を伺いたい。

・日米閣僚級で行われる普天間飛行場代替施設問題の検証

作業は、見直しをするためのものか、もしそうであるな

らば、これまでの日米合意案に基づく事業は中断すべき

ではないのか、北澤防衛大臣の見解を伺いたい。

・来年の日米安保条約締結 50周年に向けて、日米同盟深化

のための協議が開始されようとしている中、なぜ普天間

飛行場移設問題だけ、年内に結論を出す必要があるのか、

北澤防衛大臣の見解を伺いたい。


